議会運営委員会会議録（要旨）

日　時　平成24年8月23日(木)

午前10時～午前11時20分
場　所　長久手市役所　2階委員会室
出席者　委員長　正木祥豊、副委員長　さとうゆみ、
　　　　委員

岡崎つよし、川本勝幸、水野とみ子、
じんの和子、川合保生、　　

議長　伊藤祐司、副議長　加藤和男、
市長、総務部長、総務部次長、

議会事務局長、同局長補佐、同専門員

１　あいさつ
　　議長

 　 市長

２　議題

（１）　平成24年第３回長久手市議会定例会について

　ア 付議予定議案について

　　 　   市当局から認定１号から認定第７号まで、議案第41号から議案第52号まで、及び
同意案第６号までを説明した。
  　　　

　   イ 会期日程について

　　    事務局から説明し、９月６日（木）から10月２日（火）までの27日間の会期とす

ることを確認した。また、委員会については、総務委員会９月21日（金）・文教福
祉委員会９月24日（月）、建設環境委員会９月25日（火）の日程で了解された。
　　　

　ウ 議事日程について

　　    事務局から第１号から６号までについて説明し了解された。同意案第６号は第１号
で上程、質疑、討論採決を行い、委員会付託は省略する。９月６日（木）本会議終
了後、全員打合わせ会を開催する。
　エ その他
決算特別委員会委員について

　　   （事務局）

決算特別委員会の定員を決めてもらいたい。昨年度の決算特別委員会、予算特別委
員会は10人だった。
       （委員長）

　　    ７人でどうか。
　   　（委員）
　 　   今までどおり10人がよい。
  　   （委員長）
　　    昨年度は新議員に慣れてもらうために、８人から10人にした。あまり多くてもいけ
ない。
　　   （委員）

　 　   ８人でどうか。
　　   （結論）

　　    多数決の結果、８人と10人が同数となり、委員長判断で、決算特別委員会の定員は
　　　　８人とする。政策グループ〝楓〟、長久手市民くらぶ、公明党、「創」は各１人、行
　　　　財政改革クラブ、無会派は各２人とする。８月31日（金）の議会運営委員会までに　

　　　　メンバーを報告する。
請願について

　　   （事務局）
　　    定数改善計画の早期実施と義務教育費国庫負担制度の堅持及び拡充を求める請願については、今年も提出予定とのことです。文教福祉副委員長が紹介議員の調整をされると聞いている。
議案第41号　平成24年度長久手市一般会計補正予算（第１号）について

　　    事務局が説明。議会費として、人件費13,546千円（議員報酬、議員期末手当、議員共済会負担金）、研修費438千円（議会基本条例検討特別委員会　旅費、自動車借上料）を計上している。

（2） 議会報告会について
　　   （委員長）

　　　　議会報告会で来場者から出されたアンケート結果について、各委員会からの回答をとりまとめた。これを議会ホームページに掲載してよろしいか。
　　　 （委員）
　　　　議会だよりには掲載しないのか。また、議会に関係する質問だけ掲載し、それ以外は件数を掲載すればよいのではないか。

　　　・議会に関係しない質問が多く、このような質問については、議会としてチェックするとしか回答できないので、そのまま掲載しなくてもいい。
　　 　（副議長）

        議会報告会時にいただいた意見についてはきちんと報告すると説明したので、このまま出してもいい。また、議会だよりに掲載し、報告するとなると回答が遅れてしまう。

　　　 （議長）

　　　　確かに議会とは関係ない質問が多い。しかし、議会報告会で時間が足りず意見を聞けなかった分について、来場者にお願いしてアンケートに記入してもらった。もし、時間がフリーで今回の質問が全部出された場合、わかりませんとは答えず今回の回答のように答えたはずである。議会とは関係ない質問についても回答すべきであると思う。
　　　 （結論）
　　　　議会報告会で来場者から出されたアンケート結果については、議会ホームページに掲載する。感想、次回の報告会に希望すること、集計結果も掲載する。また、次回の議会報告会をどうするかについて、各会派に持ち帰り、次回の議会運営委員会に報告する。
（3） その他

ア　平成25年度予算に対する会派要望（議会費）について

　　　  事務局説明。９月５日（水）までに各会派でまとめ提出願う。
イ　３市議長会について

　　　 （議長）
　　　　８月20日（月）に３市議長会を行った。本会議初日の全員打合せ会時に内容を報告する。一部事務組合の報酬について減額する方向では３市とも一致しており、年額にするか日額にするか等は結論が出てない。年度内には一定の方向を出していきたい。
ウ　議会運営委員会の視察について

　　　 （委員長）

　　　  神奈川県相模原市の議員評価システム、千葉県我孫子市の議会情報公開について、

来年でもよいので視察したらどうか。議会基本条例に組み込めることがあるかもし

れない。視察については今後、各委員から意見を聞き、調整していきたい。
エ　政務調査費使途基準の運用指針の改正について

　　　 （委員長）

　　　　現在、議会広報紙は中日新聞へ折り込みはできなく、郵送しないといけない。政務
調査費使途基準の運用指針の中の広報費の申し合わせ事項では、「折り込み料は対象
とするが、郵送料は対象としない。」とあるので政務調査費を使用できない。今年度
末までに、運用指針を改正して、平成24年度政務調査費に遡って適用したいがどう
か。
　　　 （議長）
　　　　本来は、運用指針を改正した次年度の政務調査費からの適用が望ましい。条例等で

も遡及はほとんどなく、現行の運用指針に従って政務調査費を使用している。運用
指針を改正したその日からの適用とするべきと考える。
　　　 （結論）
　　　　政務調査費使途基準の運用指針改正については、各会派に持ち帰り、次回の議会運営委員会で検討したい。
     　  ・次回の議会運営委員会は８月31日（金）午前10時から開催。






